
(57)【要約】

【課題】冷凍装置において、容積型膨張機の入口側及び

出口側の少なくとも何れかの圧力脈動を低減し、圧力損

失の低減及び振動の低減を図る。

【解決手段】冷凍装置（1）は、容積型膨張機（10）を

備えて蒸気圧縮式冷凍サイクルを行う冷媒回路（5）を

有する。冷媒回路（5）には、容積型膨張機（10）の入

口側にアキュムレータ（50）が設けられている。その結

果、圧力脈動を低減することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 積 型 膨 張 機 （ 10） を 備 え て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 （ 5） を 有 す る 冷 凍
装 置 で あ っ て 、
上 記 冷 媒 回 路 （ 5） に は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら
れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
容 積 型 膨 張 機 （ 10） を 備 え て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 （ 5） を 有 す る 冷 凍
装 置 で あ っ て 、
上 記 冷 媒 回 路 （ 5） に は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら
れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、
上 記 冷 媒 回 路 （ 5） に は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら
れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に お い て 、
上 記 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 は 、 二 酸 化 炭 素 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 冷 凍 装 置 に 関 し 、 特 に 、 圧 力 脈 動 の 低 減 対 策 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し て 用 い た 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル の 冷 凍 装 置 が あ る 。 こ
の 種 の 冷 凍 装 置 は 、 圧 縮 機 と 冷 却 器 と 膨 張 機 と 蒸 発 器 と が 順 に 接 続 さ れ て な る 冷 媒 回 路 を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 上 記 圧 縮 機 は 、 冷 媒 を 超 臨 界 状 態 ま で 圧 縮 す る 。 こ の 高 圧 の 冷 媒 は 、 冷 却 器 で 冷
却 さ れ た 後 、 膨 張 機 で 膨 張 す る 。 そ の 後 、 冷 媒 は 、 蒸 発 器 で 蒸 発 し た 後 、 圧 縮 機 に 戻 る 循
環 を 行 う 。 こ の 冷 凍 装 置 は 、 例 え ば 、 冷 却 器 が 室 内 に 設 置 さ れ 、 暖 房 装 置 と し て 用 い ら れ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ４ ８ １ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 冷 凍 装 置 に お い て 、 膨 張 機 に 容 積 型 の も の を 用 い る と 、 膨 張 機 の 入 口 側 及 び 出 口
側 で 圧 力 脈 動 が 生 ず る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
つ ま り 、 容 積 型 の 膨 張 機 の 場 合 、 吸 入 過 程 の 吸 入 流 量 及 び 吐 出 過 程 の 吐 出 流 量 が 一 定 で な
い た め 、 圧 力 脈 動 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 圧 力 脈 動 に よ っ て 圧 力 損 失 が 生 じ
る と 共 に 、 こ の 圧 力 脈 動 が 振 動 源 と な る 。 こ の 結 果 、 振 動 に よ っ て 機 器 類 が 破 損 す る と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 斯 か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 膨 張 機 の 入
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口 側 及 び 出 口 側 の 少 な く と も 何 れ か の 圧 力 脈 動 を 低 減 し 、 圧 力 損 失 の 低 減 及 び 振 動 の 低 減
を 図 る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
具 体 的 に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） を 備 え て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル
を 行 う 冷 媒 回 路 （ 5） を 有 す る 冷 凍 装 置 （ 1） を 前 提 と し て い る 。 そ し て 、 該 冷 媒 回 路 （ 5
） に は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 発 明 で は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る
の で 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 に お い て 、 冷 媒 の 吸 入 流 量 の 断 続 性 に よ り 発 生 す
る 圧 力 脈 動 は 、 上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） に よ る 圧 力 供 給 又 は 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 に お い て 、 該 膨 張 機 （ 10） へ の 冷 媒 の 吸 入 流 量 が
増 加 し 、 圧 力 が 低 下 し た 場 合 、 上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入
部 へ 冷 媒 を 供 給 し 、 圧 力 供 給 を 行 う 。 逆 に 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 に お い て 、 該 膨
張 機 （ 10） へ の 冷 媒 の 吸 入 流 量 が 減 少 し 、 圧 力 が 上 昇 し た 場 合 、 上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50
） は 、 冷 媒 回 路 を 流 れ る 冷 媒 を 吸 収 し 、 圧 力 吸 収 を 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 圧 力 脈 動 に よ り 発 生 す る 機 器 全 体 の 振 動 が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 圧 力 脈 動 に よ
っ て 生 じ る 吸 入 圧 力 損 失 が 抑 制 さ れ 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 効 率 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） を 備 え て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル を 行
う 冷 媒 回 路 （ 5） を 有 す る 冷 凍 装 置 （ 1） を 前 提 と し て い る 。 そ し て 、 該 冷 媒 回 路 （ 5） に
は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 発 明 で は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る
の で 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吐 出 部 に お い て 、 冷 媒 の 吐 出 流 量 の 断 続 性 に よ り 発 生 す る 圧
力 脈 動 は 、 上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 圧 力 供 給 又 は 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 さ れ る 。 し た が
っ て 、 圧 力 脈 動 に よ り 発 生 す る 機 器 全 体 の 振 動 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 5） に は 、 容 積 型 膨 張
機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の 発 明 で は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 と 出 口 側 の 両 方 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が
設 け ら れ て い る の で 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 及 び 吐 出 部 の 双 方 に お い て 発 生 す る 圧
力 脈 動 が 、 上 記 双 方 の ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 圧 力 供 給 又 は 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 さ れ る 。
し た が っ て 、 圧 力 脈 動 に よ り 発 生 す る 機 器 全 体 の 振 動 が 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 吸 入 部
に お い て は 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 吸 入 圧 力 損 失 が 防 止 さ れ る の で 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10）
の 効 率 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に お い て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 5）
を 循 環 す る 冷 媒 が 、 二 酸 化 炭 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の 発 明 で は 、 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 に 二 酸 化 炭 素 を 用 い て い る の で 、 地 球 環
境 に や さ し い 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 特 に 、 二 酸 化 炭 素 の 場 合 、 超 臨 界 状 態 ま で 圧
縮 す る の で 、 圧 力 脈 動 が 大 き く な る が 、 こ の 圧 力 脈 動 が 確 実 に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 圧 縮 機 （ 2） と 冷 却 器 （ 3） と 容 積 型
膨 張 機 （ 10） と 蒸 発 器 （ 4） と が 、 各 々 冷 媒 配 管 で 接 続 さ れ て 、 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル
を 行 う 冷 媒 回 路 （ 5） を 備 え て い る 。 そ し て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 5） で は 、 冷 媒 が 図 １ に お い
て 反 時 計 回 り に 循 環 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 冷 却 器 （ 3） は 、 上 記 圧 縮 機 （ 2） で 圧 縮 さ れ た 高 圧 冷 媒 と 空 気 と を 熱 交 換 さ せ て 該 冷
媒 を 冷 却 す る よ う に 構 成 さ れ 、 上 記 蒸 発 器 （ 4） は 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） で 膨 張 し た
低 圧 冷 媒 と 空 気 と を 熱 交 換 さ せ て 該 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） は 、 ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 で あ り 、 膨 張 機 構 部 （ 13） を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 膨 張 機 構 部 （ 13） に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚 、 図 ２ (a)は 、 シ ャ フ
ト （ 33） の 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 に 横 断 し た 膨 張 機 構 部 （ 13） の 断 面 を 示 し た も の で あ る 。
ま た 、 図 ２ (b)は 、 シ ャ フ ト （ 33） の 中 心 軸 に 沿 っ て 縦 断 し た 膨 張 機 構 部 （ 13） の 断 面 を
模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 膨 張 機 構 部 （ 13） は 、 シ リ ン ダ （ 14） と フ ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） と リ ア ヘ ッ ド （ 17） と
ピ ス ト ン （ 18） と を 備 え て い る 。 ま た 、 上 記 膨 張 機 構 部 （ 13） に は 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） と
吐 出 ポ ー ト （ 12） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 シ リ ン ダ （ 14） の 一 端 面 は 、 上 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） に よ り 閉 塞 さ れ 、 他 端 面 は 、
上 記 リ ア ヘ ッ ド （ 17） に よ り 閉 塞 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 ピ ス ト ン （ 18） は 、 上 記 シ リ ン ダ （ 14） の 内 部 に 収 納 さ れ 、 ピ ス ト ン （ 18） の 外 周 面
が 上 記 シ リ ン ダ （ 14） の 内 周 面 に 摺 接 し て 、 シ リ ン ダ （ 14） 内 に 膨 張 室 （ 15） を 形 成 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 上 記 ピ ス ト ン （ 18） に は 、 シ ャ フ ト （ 33） が 貫 通 し て い る 。 該 シ ャ フ ト （ 33） は 、
主 軸 部 （ 34） を 備 え て い る 。 該 主 軸 部 （ 34） の 一 端 に は 、 大 径 偏 心 部 （ 35） が 形 成 さ れ て
い る 。 該 大 径 偏 心 部 （ 35） は 、 主 軸 部 （ 34） の 軸 心 か ら 所 定 量 だ け 偏 心 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 上 記 ピ ス ト ン （ 18） に は 、 板 状 に 形 成 さ れ た ブ レ ー ド （ 19） が 一 体 に 形 成 さ れ て
い る 。 該 ブ レ ー ド （ 19） は 、 ピ ス ト ン （ 18） の 外 周 面 か ら 外 側 に 突 出 し て 形 成 さ れ 、 シ リ
ン ダ （ 14） の 内 周 面 と ピ ス ト ン （ 14） の 外 周 面 に 挟 ま れ た 膨 張 室 （ 15） を 高 圧 部 と 低 圧 部
と に 仕 切 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 シ リ ン ダ （ 14） に は 、 一 対 の ブ ッ シ ュ （ 20） が 設 け ら れ て い る 。 該 一 対 の ブ ッ シ ュ （
20） は 、 上 記 ブ レ ー ド （ 19） を 挟 み 込 み 、 該 ブ レ ー ド （ 19） を 摺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 吸 入 ポ ー ト （ 11） は 、 フ ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） の 膨 張 室 （ 15） 側 の 端 面 で あ っ て 、 該 フ
ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） と 大 径 偏 心 部 （ 35） と が 摺 接 す る 範 囲 に 開 口 し て い る 。 つ ま り 、 上 記
吸 入 ポ ー ト （ 11） は 、 該 吸 入 ポ ー ト （ 11） が 直 接 に 膨 張 室 （ 15） に 連 通 す る こ と の な い 位
置 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） に は 、 凹 溝 状 の フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） が 形 成 さ れ て い る 。 該
フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） の 一 端 は 、 シ リ ン ダ （ 14） の 内 周 面 よ り 僅 か に 内 側 に 位 置 す る 一
方 、 他 端 は フ ロ ン ト ヘ ッ ド （ 16） と 大 径 偏 心 部 （ 35） と が 摺 接 す る 部 分 に 位 置 し て い る 。
そ し て 、 上 記 フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） は 、 膨 張 室 （ 15） と 間 欠 的 に 連 通 可 能 と な っ て い る
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。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 シ ャ フ ト （ 33） の 大 径 偏 心 部 （ 35） に は 、 凹 溝 状 の 切 欠 き 溝 （ 22） が 形 成 さ れ て い る
。 該 切 欠 き 溝 （ 22） は 、 シ ャ フ ト （ 33） が 回 転 す る こ と に よ り 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） と フ ェ
イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） と を 間 欠 的 に 連 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 吐 出 ポ ー ト （ 12） は 、 シ リ ン ダ （ 14） に 形 成 さ れ 、 膨 張 室 （ 15） に 臨 む シ リ ン ダ （ 14
） の 内 周 面 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 特 徴 と し て 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に は 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50
） が 設 け ら れ て い る 。 こ の ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 気 液 を 分 離 す る も の で は な く 、 畜 圧
し た 容 器 で 多 量 の エ ネ ル ギ ー を 短 時 間 に 放 出 さ せ る か 、 ま た は 圧 力 変 動 の 緩 和 を 行 う も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 略 円 筒 形 の 密 閉 容 器 で あ る ハ ウ ジ ン グ
（ 51） を 備 え て い る 。 該 ハ ウ ジ ン グ （ 51） 内 に は 、 分 離 膜 （ 55） が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 ハ ウ ジ ン グ （ 51） は 、 鋼 製 等 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ （ 51） の 下 部
に は 、 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 が 該 ハ ウ ジ ン グ （ 51） 内 に 流 入 出 す る た め の 冷 媒 ポ
ー ト （ 54） が 設 け ら れ て い る 。 該 ポ ー ト （ 54） は 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 の 冷
媒 配 管 を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 常 時 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 分 離 膜 （ 55） は 、 変 形 自 在 な 弾 性 体 で 形 成 さ れ た 楕 円 形 の 密 閉 容 器 で あ る 。 該 分 離 膜
（ 55） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ 51） 内 面 の 上 部 中 央 に 固 定 さ れ て お り 、 該 ハ ウ ジ ン グ （ 51） 内 を
ガ ス 室 （ 52） と 液 室 （ 53） と に 仕 切 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 ガ ス 室 （ 52） に は 、 高 圧 ガ ス （ 一 般 的 に 、 窒 素 ガ ス ） が 封 入 さ れ て い る 。 一 方 、 上 記
液 室 （ 53） は 、 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 で 充 満 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ ス 室 （ 52）
内 の 高 圧 ガ ス 及 び 液 室 （ 53） 内 の 冷 媒 の 圧 力 は 、 同 じ 所 定 圧 で 保 持 さ れ て い る 。 こ の と き
、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 の 冷 媒 圧 力 は 、 上 述 し た よ う に 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） と 上 記
ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の ポ ー ト （ 54） と は 連 通 し て い る た め 、 上 記 ガ ス 室 （ 52） 内 の 高 圧
ガ ス 及 び 液 室 （ 53） 内 の 冷 媒 の 圧 力 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 の 冷 媒 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 、
圧 力 供 給 又 は 圧 力 吸 収 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 記 冷 媒 圧 力 が 低 下 し た
場 合 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 液 室 （ 53） よ り 必 要 流 量 の 冷 媒 を 送 り 出 す 。 一 方 、 上 記
冷 媒 圧 力 が 上 昇 し た 場 合 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 冷 媒 回 路 を 循 環 す る 冷 媒 を 液 室 （ 53
） 内 へ と 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
－ 運 転 動 作 －
次 に 、 冷 凍 装 置 （ 1） の 運 転 動 作 に つ い て 説 明 す る が 、 特 に 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） に お け
る 圧 力 脈 動 の 発 生 過 程 及 び ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 冷 凍 装 置 （ 1） で は 、 冷 媒 が 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 し て 蒸 気 圧 縮 式 の 冷 凍 サ イ ク ル が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま ず 、 圧 縮 機 （ 2） で 圧 縮 さ れ た 高 圧 冷 媒 は 、 冷 媒 配 管 を 通 っ て 冷 却 器 （ 3） に 流 れ る 。 こ
の 状 態 で 、 高 圧 冷 媒 の 圧 力 は 、 そ の 臨 界 圧 力 よ り も 高 く な っ て い る 。 冷 却 器 （ 3） で は 、
送 ら れ た 高 圧 冷 媒 が 室 内 又 は 室 外 の 空 気 と 熱 交 換 す る 。 こ の 熱 交 換 に よ り 、 高 圧 冷 媒 は 室
内 又 は 室 外 の 空 気 に 対 し て 放 熱 す る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 冷 却 器 （ 3） で 熱 交 換 を 行 っ た 高 圧 冷 媒 は 、 冷 媒 配 管 を 通 っ て 容 積 型 膨 張 機 （ 10） へ
と 送 ら れ る 。 こ こ で 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 液 室 （ 53） に も 高 圧 冷 媒 が 供 給 さ れ 、 該 ア
キ ュ ム レ ー タ （ 50） の ガ ス 室 （ 52） は 、 所 定 の 圧 力 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） で は 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） よ り 流 入 し た 高 圧 冷 媒 が 膨 張 し 、 そ の 内
部 エ ネ ル ギ が シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 動 力 に 変 換 さ れ る 。 膨 張 完 了 後 の 低 圧 冷 媒 は 、 吐 出 ポ
ー ト （ 12） か ら 流 出 し 、 冷 媒 配 管 を 通 っ て 蒸 発 器 （ 4） に 流 れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 蒸 発 器 （ 4） で は 、 送 ら れ た 低 圧 冷 媒 が 室 内 又 は 室 外 の 空 気 と 熱 交 換 す る 。 こ の 熱 交
換 に よ り 、 低 圧 冷 媒 は 室 内 又 は 室 外 の 空 気 か ら 吸 熱 し 、 蒸 発 す る 。 そ し て 、 蒸 発 し た 冷 媒
は 、 冷 媒 配 管 を 通 っ て 圧 縮 機 （ 2） に 戻 り 、 再 び 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ こ で 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） に お け る 圧 力 脈 動 の 発 生 過 程 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３ を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚 、 図 ３ は 、 膨 張 機 構 部 （ 13） の 断 面 を シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角
度 ４ ５ ° 毎 に 示 し た も の で あ る 。 ま た 、 シ ャ フ ト （ 33） が 図 ２ 又 は 図 ３ に お け る 反 時 計 方
向 へ 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が ０ ° の 時 点 で は 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） の 終 端 が 大 径 偏 心 部 （ 35
） の 端 面 で 覆 わ れ て い る 。 こ の 時 点 に お い て 、 膨 張 室 （ 15） は 吸 入 ポ ー ト （ 11） か ら 遮 断
さ れ た 状 態 と な っ て お り 、 高 圧 冷 媒 は 膨 張 室 （ 15） へ 流 入 し な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が ４ ５ ° の 時 点 で は 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） が 切 欠 き 溝 （ 22） に 連
通 し た 状 態 と な る 。 こ の 切 欠 き 溝 （ 22） は 、 フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） に も 連 通 し て い る 。
該 フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） の 上 端 部 は 、 膨 張 室 （ 15） の 高 圧 部 と 連 通 す る 。 こ の 時 点 に お
い て 、 膨 張 室 （ 15） が 切 欠 き 溝 （ 22） 及 び フ ェ イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） を 介 し て 吸 入 ポ ー ト （
11） に 連 通 さ れ た 状 態 と な っ て お り 、 高 圧 冷 媒 が 膨 張 室 （ 15） の 高 圧 部 へ 流 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が ９ ０ ° の 時 点 で は 、 膨 張 室 （ 15） が 切 欠 き 溝 （ 22） 及 び フ ェ
イ ス 切 欠 き 溝 （ 21） を 介 し て 吸 入 ポ ー ト （ 11） に 連 通 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 そ し て 、
膨 張 室 （ 15） の 高 圧 部 へ 高 圧 冷 媒 が 流 入 し 続 け る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が １ ３ ５ ° の 時 点 で は 、 吸 入 ポ ー ト （ 11） は 切 欠 き 溝 （ 22） に
連 通 し な い 状 態 と な っ て い る 。 こ の 時 点 に お い て 、 高 圧 冷 媒 は 膨 張 室 （ 15） へ 流 入 し な い
。 こ の よ う に 、 膨 張 室 （ 15） へ の 高 圧 冷 媒 の 導 入 は 、 シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が ９ ０ °
か ら １ ３ ５ ° に 至 る ま で の 間 に 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
膨 張 室 （ 15） へ の 高 圧 冷 媒 の 流 入 が 終 了 し た 後 は 、 膨 張 室 （ 15） の 高 圧 部 が 閉 空 間 と な り
、 流 入 し た 冷 媒 が 膨 張 す る 。 つ ま り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト （ 33） が 回 転 し て 膨 張
室 （ 15） に お け る 高 圧 部 の 容 積 が 増 大 し て ゆ く 。 ま た 、 そ の 間 、 吐 出 ポ ー ト （ 12） に 連 通
す る 膨 張 室 （ 15） の 低 圧 部 か ら は 、 膨 張 完 了 後 の 低 圧 冷 媒 が 吐 出 ポ ー ト （ 12） を 通 じ て 排
出 さ れ 続 け る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
膨 張 室 （ 15） に お け る 高 圧 冷 媒 の 膨 張 は 、 シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 度 が ３ １ ５ ° か ら ３ ６
０ ° に 至 る ま で の 間 に お い て 、 ピ ス ト ン （ 18） と シ リ ン ダ （ 14） と の 接 触 部 分 が 吐 出 ポ ー
ト （ 12） に 達 す る ま で 続 く 。 そ し て 、 ピ ス ト ン （ 18） と シ リ ン ダ （ 14） と の 接 触 部 分 が 吐
出 ポ ー ト （ 12） を 横 切 る と 、 膨 張 室 （ 15） が 吐 出 ポ ー ト （ 12） と 連 通 さ れ 、 膨 張 し た 低 圧
冷 媒 の 排 出 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
上 述 し た よ う に 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） に お け る 冷 媒 の 吸 入 及 び 吐 出 は 、 シ ャ フ ト （ 33） の
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回 転 角 度 に よ っ て 定 ま る 。 そ の た め 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） に お け る 冷 媒 の 吸 入 流 量 及 び 吐
出 流 量 は 、 周 期 を 通 し て 断 続 的 と な る 。 し た が っ て 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 及 び 吐
出 部 に お い て 、 圧 力 脈 動 （ 圧 力 変 動 ） が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ こ で 、 上 記 圧 力 脈 動 が 生 ず る 基 本 的 原 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま ず 、 容 積 型 膨 張 機 の 膨 張 行 程 に お け る 冷 媒 の 吸 入 流 量 及 び 吐 出 流 量 と 周 期 と の 関 係 は 、
図 ５ に 示 す 特 性 と な る 。 図 ５ は 、 縦 軸 に 冷 媒 の 吸 入 流 量 又 は 吐 出 流 量 を 示 し 、 横 軸 に 時 間
（ 周 期 ） を 示 す 。 こ こ で 、 吸 入 流 量 は 、 図 ５ に 実 線 Ａ で 示 す 状 態 と な る 。 つ ま り 、 シ ャ フ
ト （ 33） の 半 周 期 前 ま で 増 加 す る が そ の 後 急 激 に 減 少 し 零 と な る 。 一 方 、 吐 出 流 量 は 、 図
５ に 波 線 Ｂ で 示 す 状 態 と な る 。 つ ま り 、 シ ャ フ ト （ 33） の 回 転 角 が ０ ° か ら 上 昇 し 、 １ ８
０ ° で 最 大 と な り そ の 後 低 下 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う に 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 で は 、 冷 媒 の 吸 入 流 量 及 び 吐 出 流 量 が 断 続 的 で あ る 。 し た
が っ て 、 該 膨 張 機 の 吸 入 部 及 び 吐 出 部 で 圧 力 脈 動 （ 圧 力 変 動 ） が 発 生 す る 。 こ の 圧 力 脈 動
は 、 機 器 全 体 の 振 動 を 生 起 さ せ 、 騒 音 の 原 因 と な る 。 さ ら に 、 最 悪 の 場 合 、 機 器 が 破 損 す
る お そ れ が あ る 。 ま た 、 圧 力 脈 動 は 、 吸 入 圧 力 損 失 （ 以 下 、 吸 入 圧 損 と い う 。 ） の 原 因 と
な り 、 膨 張 機 の 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
そ し て 、 例 え ば 、 膨 張 機 の 吸 入 側 に お け る 圧 力 脈 動 は 、 図 ６ に 示 す 特 性 と な る 。 図 ６ は 、
縦 軸 に 膨 張 機 の 吸 入 部 又 は 吸 入 室 内 の 圧 力 を 示 し 、 横 軸 に 時 間 （ 周 期 ） を 示 す 。 こ こ で 、
膨 張 機 の 吸 入 部 に お け る 圧 力 脈 動 は 、 図 ６ に 太 線 Ｃ で 示 す 状 態 と な る 。 つ ま り 、 吸 入 行 程
で 圧 力 脈 動 は 最 大 と な っ て い る 。 ま た 、 こ の 圧 力 脈 動 と 膨 張 機 の 吸 入 室 内 圧 力 （ 図 ６ に 細
線 Ｄ で 示 す ） と の 差 が 吸 入 圧 損 で あ り 、 図 ６ に お け る Ｇ 部 で 最 大 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
そ こ で 、 上 記 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 圧 力 脈 動 の 発 生 に よ り 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 と 連 通 し て い る ア キ ュ ム レ ー タ
（ 50） の 液 室 （ 53） 内 の 冷 媒 圧 力 も 変 動 す る 。 そ し て 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の ガ ス 室 （
52） 内 と 上 記 液 室 （ 53） 内 と の 間 に 圧 力 差 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ こ で 、 例 え ば 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で の 圧 力 が 低 下 し た 場 合 、 ガ ス 室 （ 52） 内
の ガ ス 圧 が 液 室 （ 53） 内 の 冷 媒 圧 力 よ り 高 く な る た め 、 該 ガ ス 室 （ 52） 内 の 高 圧 ガ ス が 膨
張 す る 。 高 圧 ガ ス の 膨 張 に よ り 、 分 離 膜 （ 55） の 体 積 が 増 加 し （ 図 ４ に 55aで 示 す 状 態 ）
、 液 室 （ 53） の 容 積 は 減 少 す る 。 そ し て 、 該 液 室 （ 53） の 減 少 し た 容 積 分 と 同 じ 流 量 の 冷
媒 が 、 ポ ー ト （ 54） か ら 流 出 し 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
し た が っ て 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で 発 生 し た 圧 力 低 下 は 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50）
か ら 冷 媒 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 緩 和 さ れ る 。 そ し て 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 と 、
ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 液 室 （ 53） 及 び ガ ス 室 （ 52） と は 、 平 衡 圧 力 状 態 と な る 。 つ ま り
、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 に 圧 力 供 給 を 行 っ た こ と に な る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
一 方 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で の 圧 力 が 上 昇 し た 場 合 、 ガ ス 室 （ 52） 内 の ガ ス 圧 が
液 室 （ 53） 内 の 冷 媒 圧 力 よ り 低 く な る た め 、 該 ガ ス 室 （ 52） 内 の 高 圧 ガ ス が 収 縮 す る 。 高
圧 ガ ス の 収 縮 に よ り 、 分 離 膜 （ 55） の 体 積 が 減 少 し （ 図 ４ に 55bで 示 す 状 態 ） 、 液 室 （ 53
） の 容 積 は 増 加 す る 。 そ し て 、 こ の 液 室 （ 53） の 増 加 し た 容 積 分 と 同 じ 流 量 の 冷 媒 が 、 容
積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 か ら ポ ー ト （ 54） を 介 し て 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 液 室 （ 53
） へ と 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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し た が っ て 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で 発 生 し た 圧 力 上 昇 は 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50）
に 冷 媒 が 導 入 さ れ る こ と に よ り 緩 和 さ れ る 。 つ ま り 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） は 、 容 積 型 膨
張 機 （ 10） の 入 口 側 か ら 冷 媒 圧 力 を 吸 収 し た こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
上 述 の 結 果 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 に お け る 圧 力 脈 動 等 は 、 図 ７ に 示 す 特 性 と な る
。 つ ま り 、 圧 力 脈 動 （ 図 ７ に 太 線 Ｅ で 示 す ） の 変 動 幅 及 び 吸 入 圧 損 （ 図 ７ に 細 線 Ｆ で 示 す
） の 最 大 値 （ 図 ７ に Ｈ で 示 す ） は 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） を 設 け な い 場 合 、 す な わ ち 図 ６
に 比 し て 、 確 実 に 低 下 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
－ 実 施 形 態 の 効 果 －
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー
タ （ 50） を 設 け る よ う に し た た め に 、 上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で 発 生 す る 圧 力 脈
動 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
そ の 結 果 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の 振 動 を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 機 器 類 が
破 損 す る お そ れ が な く な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 圧 力 脈 動 に よ り 発 生 す る 吸 入 圧 損 を 抑 制 す る こ と が で き る た め 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10
） の 効 率 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 吸 入 流 量 の 急 激 な 低 下 に よ る 容 積 型 膨 張 機 （ 10） に 与 え る 衝 撃
を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 機 器 の 安 全 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 に 二 酸 化 炭 素 を 用 い て い る の で 、 地 球 環 境 に や さ し
い 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 特 に 、 二 酸 化 炭 素 の 場 合 、 超 臨 界 状 態 ま で 圧 縮 す る の で
、 圧 力 脈 動 が 大 き く な る が 、 こ の 圧 力 脈 動 を 確 実 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 発 明 の そ の 他 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 の よ う な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け
ら れ て い る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 入 口 側 に 代 え て 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ
ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い て も よ い 。 そ の 場 合 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吐 出 部 で 発
生 す る 圧 力 脈 動 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の 振
動 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 及 び 出 口 側 の 両 方 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ
て い て も よ い 。 そ の 場 合 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 及 び 吐 出 部 で 発 生 す る 両 方 の 圧 力
脈 動 を 抑 制 で き る の で 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の 振 動 を 確 実 に 低 減 す る こ と が で
き 、 機 器 類 の 破 損 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に お け る 第 １ ～ 第 ３ の 発 明 に お い て は 、 二 酸 化 炭 素 以 外 の 冷 媒 を 用 い て も よ
い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
し た が っ て 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） を 備 え た 冷 凍 回 路 に お け
る 、 該 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） を 設 け る よ う に し た た め に 、
上 記 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 で 発 生 す る 圧 力 脈 動 を 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 圧 力 供
給 や 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の
振 動 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ４ 】
ま た 、 圧 力 脈 動 に よ り 発 生 す る 吸 入 圧 損 を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10
） の 効 率 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 出 口 側 に ア キ ュ ム レ ー タ （ 50
） が 設 け ら れ て い る の で 、 該 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吐 出 部 で 発 生 す る 圧 力 脈 動 を 、 ア キ ュ
ム レ ー タ （ 50） の 圧 力 供 給 や 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 力 脈 動
に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の 振 動 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 入 口 側 及 び 出 口 側 の 両 方 に ア
キ ュ ム レ ー タ （ 50） が 設 け ら れ て い る の で 、 該 容 積 型 膨 張 機 （ 10） の 吸 入 部 及 び 吐 出 部 で
発 生 す る 両 方 の 圧 力 脈 動 を 、 ア キ ュ ム レ ー タ （ 50） の 圧 力 供 給 や 圧 力 吸 収 に よ り 緩 和 す る
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 圧 力 脈 動 に よ り 生 じ る 機 器 全 体 の 振 動 を 確 実 に 低 減 す る こ と が
で き 、 機 器 類 の 破 損 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 冷 媒 回 路 （ 5） を 循 環 す る 冷 媒 に 二 酸 化 炭 素 を 用 い
て い る の で 、 地 球 環 境 に や さ し い 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 特 に 、 二 酸 化 炭 素 の 場 合
、 超 臨 界 状 態 ま で 圧 縮 す る の で 、 圧 力 脈 動 が 大 き く な る が 、 こ の 圧 力 脈 動 を 確 実 に 低 減 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 冷 凍 装 置 の 冷 媒 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 (a)ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 構 部 の 横 断 面 図 で あ る 。
(b)ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 構 部 の 模 式 的 な 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 の 膨 張 行 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア キ ュ ム レ ー タ の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 の 吸 入 ・ 吐 出 の 流 量 特 性 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 の 吸 入 部 の 圧 力 変 化 特 性 図 で あ る 。 （ ア キ ュ ム レ ー タ な し ）
【 図 ７ 】 ロ ー タ リ ー 型 膨 張 機 の 吸 入 部 の 圧 力 変 化 特 性 図 で あ る 。 （ ア キ ュ ム レ ー タ あ り ）
【 符 号 の 説 明 】
（ 1） 冷 凍 装 置
（ 2） 圧 縮 機
（ 3） 冷 却 器
（ 4） 蒸 発 器
（ 5） 冷 媒 回 路
（ 10） 容 積 型 膨 張 機
（ 50） ア キ ュ ム レ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(11) JP 2004-190938 A 2004.7.8



フロントページの続き

(74)代理人  100115059
            弁理士　今江　克実
(74)代理人  100115510
            弁理士　手島　勝
(74)代理人  100115691
            弁理士　藤田　篤史
(72)発明者  岡本　昌和
            大阪府堺市金岡町１３０４番地　ダイキン工業株式会社堺製作所金岡工場内
(72)発明者  鉾谷　克己
            大阪府堺市金岡町１３０４番地　ダイキン工業株式会社堺製作所金岡工場内
(72)発明者  森脇　道雄
            大阪府堺市金岡町１３０４番地　ダイキン工業株式会社堺製作所金岡工場内
(72)発明者  熊倉　英二
            大阪府堺市金岡町１３０４番地　ダイキン工業株式会社堺製作所金岡工場内
(72)発明者  岡本　哲也
            大阪府堺市金岡町１３０４番地　ダイキン工業株式会社堺製作所金岡工場内

(12) JP 2004-190938 A 2004.7.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

